


.鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の

一
斑

-

大
庄
屋
勤
役
形
態
を
め
ぐ
っ
て
-

浅

井

潤

子

は

じ

め

に

あ

Jb
と
▲
亡

十
八
世
紀
初
頭
北
陸
諸
領
国
の
な
か
で
'
も
っ
と
も
新
ら
し
く
成
立
し
た
鯖
江
領
は
'
間
部
下
総
守

琴

吉

が

'
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)

九
月
越
後
国
村
上
よ
り
領
知
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
て
鯖
江
の
地
に
入
封
し
た
こ
と
に
よ
り
は
じ
ま
る
｡
餌
江
の
地
は
'
鯖
江
藩
士
伴
宗
古
に

さむしろ

よ
っ
て
書
か
れ
た
地
誌

(明
治
二
土
ハ
年
)

狭

延

に

｢南
は
上
鯖
江
に
'
西
と
は
西
鯖
江

･
長
泉
寺
に
接
し
'
東
は
文
餌
江
に
界
す
王
山

㌻

管

轄
陽
山
賊
舘

の
中
間
'
南
北
拾
町
余
'
東
西
六
町
の
地
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
北
陸
街
道
に
面
し
た
福
井

･
武
生
間
に
位
置

す
る
'
幕
府
代
官
所
の
陣
屋
が
お
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

享
保
五
年
九
月
に
移
封
を
命
ぜ
ら
れ
た
間
部
氏
は
'
こ
の
北
陸
街
道
を
境
に
し
て
東
側
は
小
浜
領
あ
り
'
西
側
に
は
旧
罪
府
領
と
い
う

鯖
江
の
地
を
中
心
と
し
て
五
万
石
余
の
知
行
地
を
'
越
前
国
今
立

･
丹
生

･
大
野
三
郡
内
で
約
七
か
所
に
分
割
拝
領
し
た
｡
こ
の
こ
と
は

初
代
間
部
詮
言
に
と
っ
て
'
他
の
領
国
に
交
鎗
L
t
し
か
も
散
在
し
て
領
有
し
た
新
領
地
の
領
国
内
の
村
落
を
'
如
何
に
し
て
統
治
し
て

ゆ
く
か
と
い
う

一
大
難
事
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
'
間
部
氏
が
入
封
と
同
時
に
ま
ず
城
地
設
定
の
た
め
の
番
地
願
い
を
行
い
'
さ
ら
に
民
情
把
握
を
目
的
と
し

鯖
江
債
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

〓
1七



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

二

一八

た
寺
社
改
帳
や
村
々
明
細
帳
の
提
出
方
を
施
行
L
t
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
'
領
内
を
六
組
に
分
け
て
大
庄
屋
制
を
施

行
し
た
経
緯
お
よ
び
大
庄
屋
の
勤
役
形
態
を
解
明
し
'
鯖
江
領
の
領
国
形
成
過
程
に
お
け
る
村
落
行
政
の
1
斑
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
｡

領
国
形
成
期
の
鯖
江
額

間
都
民
の
入
部

あ
き
と
Jb

享
保
五
年
庚
子
九
月
十
二
日
間
部
下
総
守

詮

言

は

｢家
督
相
違
な
-
下
し
置
れ
'
雁
ノ
間
席
仰
付
ら
れ
'
且
旧
知
越
後
の
国
村
上
を
改

て
'
越
前
ノ
国
西
鯖
江

二
所
替
仰
付
け
ら
れ
｣
て
'
同
六
年
辛
丑
三
月
廿
六
日
に
御
代
官
小
泉
市
太
夫

･
窪
島
作
右
衛
門
両
名
の
手
に
よ

っ
て今
立
郡
の
内

一
〇
七
か
村

三
万
六
千
六
百
二
拾
四
石
四
斗
七
升
四
合

丹
生
郡
の
内

一
四
か
村

七
千
七
百
二
拾
六
石
三
斗
三
升
九
合

大
野
郡
の
内

1
1
か
村

五
千
九
百
九
拾
八
石
五
斗

1
升
七
令

合
計

二
二
二
か
村
五
万
三
百
四
拾
九
石
三
斗
三
升
の
地
を
う
け
と
っ
た
｡
さ
ら
に
同
年
四
月
廿

一
日
上
使
の
使
番
戸
川
五
左
衛
円
安
村

･

小
姓
組
梶
川
酒
之
丞
秀
之
進
両
人
に
'
旧
領
の
村
上
城
を
引
き
渡
し
'
こ
こ
で
す
べ
て
の
領
知
替
え
の
業
務
を
完
了
し
た
｡

番
地
問
題

間
部
&
言
は
こ
れ
よ
り
さ
き
知
行
替
え
の
命
を
う
け
る
や
'
た
だ
ち
に
城
地
設
定
な
ら
び
に
家
臣
の
住
宅
問
題
を
考
慮
し
て
'
享
保
五

年
九
月
末
足
軽
両
人
を
現
地
西
鯖
江
の
地
を
視
察
せ
し
め
た
が
'
そ
の
時
の
報
告
と
し
て
'
享
保
五
年
十

一
月
廿
日
附
で
老
臣
が
つ
ぎ
の

(3
)

よ
う
な
書
状
を
よ
せ
て
い
る



1
九
月
末
足
軽
両
人
鯖
江
へ
被
差
越
侯
処
'
先
月
廿
九
日
致
帰
着
侯
､
鮪
江
村

二
窪
島
作
左
裾
門
殿
御
陣
屋
町
通
-
Q
少
引
込
有
之
町
は

北
陸
道
往
還
筋
宿
場

こ
て
は
無
之
'
間
之
宿
茶
屋
町

.)
て
餌
江
村
分
之
家
小
屋
懸
同
前

二
相
見

へ
十
七
軒
有
之
候
'
向
類
は
若
狭
領
其

･外
之
家
は
寺
門
前
に
侯
由
'
鯖
江
村
高
八
百
石
余
'
隣
端
寺
領

]
福
井
領

･
若
狭
儲
田
地
入
組
有
之
'
陣
屋
続
ーニ
侍
屋
敷
立
可
然
場
所

無
之
侯
由

1
鯨
江
村
尿
数
二
十
七
軒

･
人
数
二
百
人
余
有
之
'
牛
馬
は
無
之
.･t
不
宜
村

二
相
見

へ
鹿
由
へ
足
軽
共
聞
番

･
覚
書

･
絵
図
写
被
差
越
'

別
人
御
覧
侯
'
鯖
江
之
外

ハ
宜
村
も
相
見
侯
旨
へ
先
達
而
此
方

こ
て
承
侯
も
大
方
合

リ
申
侯

･

1
蝕
家
中
引
越
町
宅
在
宅
可
披
仰
付
侯
町
屋
は
'-
右
之
通

二
侯
'
百
姓
家
も
不
自
由
威
儀

It
可
有
之
候
'
二
盟

･
三
塁
も
飛
退
宿
取
侯
可

申
侯
'
迫
々
侍
屋
敷
長
屋
作

三
成
共
被
仰
付

こ
て
可
有
之
哉
'
蛸
江
村
は
右
之
通
二
俣
へ
バ
'
外
村

こ
て
屋
敷
建
可
然
場
所
又
は
末
々

都
城
地

こ
も
可
被
成
古
城
跡
有
之
処

こ
'
勧
家
中
屋
敏
之
地
取
致
し
'
長
屋
を
建
'
細
家
中
引
地
侯
様
被
仰
付
庶
事
と
被
存
之
旨
云
々

鯖
江
の
地
は
'･
城
地
設
定
に
は
ほ
ど
遠
く

間
都
民
の
邸
宅
も
お
ろ
か
'
家
中
が
引
起
･)
す
る
屋
敷
の
設
営
も
困
難
怒
場
所
で
あ
る
て

と
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
｡

し
か
し
現
実
は
如
何
な
る
状
態
で
も
'
ま
ず
入
国
し
な
-
て
は
な
ら
ず
'
先
発
の
屠
臣
が
赴
任
し
た
が
'

｢象
中
の
者
'
当
分
百
姓
家

に
指
匿
侯
得
共
'
農
事
家
城
に
降
魔
之
様
｣
と
注
意
を
う
な
が
し
っ
ゝ
家
臣
ら
ほ
百
姓
家
に
間
借
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
.
に
も
か
か
わ

(4
)

ら
ず
先
発
設
営
隊
の
業
務
は

一
向
に
進
捗
せ
ず
へ
つ
い
に
享
保
六
年
四
月
廿
五
日
に
先
着
家
臣
が
左
の
様
な
御
用
状
に
よ
っ
て
'-
苦
情
を

う
っ
た
え
て
き
た
｡

1
引
越
之
面
々
宿
割
鯖
江
程
近
な
る
村

二
は
少
く
侯
'
百
姓
家

1
ケ
村
に

1
軒

二
一軒
'
遠
所
に
は
五
軒

二
二
軒
も
有
之
侯
J
徹
陣
屋
ぶ

近
漕
所

Lt
て
も

1
里
内
外
も
有
之
侯
'
毎
日
勤
之
御
役
人
遠
方

二
飛
散
居
候
て
は
徴
用
非
兼
申
侯
'
御
陣
屋
構
之
内
在
来
家
仕
切
'
或

は
英
菅

こ
成
と
も
如
長
屋
建
不
被
指
匠
侯
て
は
罷
成
間
数
裁
､
当
分
は
寺
門
前
地
中
を
も
借
宅
い
た
し
相
勤
侯
,.
鮒
江
村
庄
屋
所
八
畳

鮪
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

二
一九



史
料
館
研
究
紀
要

儲
九
号

二
二
〇

六
畳
二
夕
間
有
之
侯
'
其
外

一
卜
間
も
持
侯
百
姓
無
之
侯
､
惣
両
家
数
少
く
小
役
人
御
徒

･
足
軽
等
差
置
侯
家
も
有
兼
侯
､
末
々
之
者

を
｣
ケ
村

ニ
11
人

二
｣人
散
々
に
被
差
置
侯
儀
如
何

二
付
'
鹿
相

こ
長
屋
建

こ
致
し
'
勧
役
所
廻
?

ニ
可
差
置
之
旨
尤

二
存
侯
'
鯖
江

地
そ
ば
㌧
て
御
屋
形

二
難
成
様
子
侯

ハ
ゝ
'
無

申迄
侯

へ
共
'
先
無
拠
分
計
り
随
が
軽
建
'
御
落
着
之
所
得
与
可
被
相
考
侯
云
々

と
御
屋
形
設
営
叱
つ
い
て
も
難
色
を
示
し
､
あ
え
て
建
て
る
な
ら
ば
仮
住
宅
に
し
て
は
と
ま
で
進
言
し
て
い
る
｡
そ
こ
で
間
部
氏
は
せ
め

て
旧
代
官
所
の
陣
屋
の
あ

っ
七
西
鯖
江
に
隣
接
す
る
小
浜
債
の
東
鯖
江
の
地
を
替
地
に
譲
り
う
け
た
き
旨
幕
府
に
懇
願
し
'
つ
い
に
享
保

六
年
九
月
九
日
村
替

え
の
命
あ

っ
て
'
領
内
今
立
郡
寺
中

･
小
坂

･
別
司
三
か
村
合
わ
せ
て
千
六
百
五
拾
七
石
八
斗
五
升
二
合
と
'
北
中

津
山
村
の

1
部

(
二
百
八
拾
三
石
四
斗
三
升

一
合
)
と
を
も

っ
て
'
小
浜
債
の
東
鯖
江
村
千

九
百
四
拾

l
石
二
斗
八
升
三
合
の
地
と
交
換
す

る
て
と
に
な
.JS>
.
同
年
十

1
月
廿
八
日
受
け
渡
し
を
終
了
し
た
｡

こ
の
香
地
に
は
っ
て
間
部
下
総
守
は
｣
酉
儲
江
村
五
万
三
千
八
百
坪
と
東
館
江
村
七
万
六
千
三
百
五
拾
坪
合
計
拾
三
万
百
五
拾
坪
を
用

(5
)

地
引
と
し
て
'
や

っ
と
城
地
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
'
政
務
を
つ
か
さ
ど
る
御
陣
屋
を
構
築
出
来
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
な
お
領
知
状
は

(6
)

小
浜
領
の
東
館
江
村
と
四
か
村
と
の
香
え
地
の
の
ち
享
保
九
年
甲
辰
正
月
廿
八
日
に
正
式
の
朱
印
状
を
下
附
さ
れ
た
｡

今
立
郡
之
内
百
四
ケ
村

西
魔
江

有

定

卵
松
成

樋

口

野
大
坪

金

谷

森

井

彪

尾

片

山

西

袋

朽

飯

東
庄
墳

此
高
三
万
六
千
八
百
廿
九
石
余

末
鯖
江

下
新
庄

中
新
庄

長

尾

三
ツ
屋

花

出

原

橋

立

大

屋

葛

岡

余

川

山

室

金

谷

西
庄
境

桧
尾
谷

裳

脇

中

居

入

谷

野

間

南
中
津
山

北
申
津
山

馬
上
免

清
水
町

河

内

相

木

横

住

広

瀬

野

尻

持

越

清
水
谷

戸

谷

畑坂

下

戸
口
中

新柿
ケ
庶

走

次

木

引

出

口

曲

木

小
野
谷

荒

谷

別

印

中

印

戸
口
上

戸
口
下

春

山

流

転

松
ケ
谷

谷

口
平

林

庄

田

八

石

大

平

川

島

赤

坂

耽
樫
尾

藤

木

遊
生
谷

金
見
谷

町岩

内

長

五

苗
坐
田

高

岡

水

海



安
着
寺

薮

田

稲

荷

寺

谷

山

田

池

田

寺

島

市

常

安

月
ヶ
瀬

志
津
原
.
土

合

木

谷

割

谷

田

代

上
荒
谷

板

垣

定

友

西
角
間

東
角
間

新

保

杉

谷

束

俣

菅

生

丹
生
郡
之
内
拾
四
ケ
村

此
高
七
千
七
百
廿
大
石
余

館

谷

三

-留

小

羽

風

巻

上
糸
生

真

木

下
糸
生

乙

坂

市

持
明
寺

丹
生
郷

横

板

上
大
虫

下
大
虫

大
野
郡
之
内
拾
壱
ケ
村

此
高
五
千
四
百
四
拾
四
石
余

魚 皿

見 尾

木
本
街
家

今

井

稲

郷

森
政
地
頭

大
矢
戸

束
大
月

矢
戸
口

酉
光
寺

西

俣

東

郷

保

田

領
内
行
政

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

っ
て
'
や

っ
と
最
低
限
の
陣
屋
の
構
築
が
な
っ
て
'
漸
次
家
臣
の
邸
宅
の
完
成
と
町
作
り
は
軌
道
に
の
せ

た
が
'
領
主
間
部
氏
に
上
っ
て
第
二
の
発
親
は
'
領
内
村
落
統
治
の
問
題
で
あ

っ
た
｡
ま
ず
享
保
六
年
三
月
廿
六
日
正
式
に
鯖
江
債
拝
領

(7
)

と
同
時
に
'
領
内
村
落
に
左
記
の
よ
う
な
法

度
を

出
し
た
?

覚

1
今
度
其
村
々
当
嶺

■l
被
仰
付
侯
'
弥
以
公
儀
御
法
度
伽
条
目
之
趣
相
番
儀
無
之
侯
'
急
皮
相
守
可
申
焼
串

付

就
公
儀
御
用
人
馬
之
儀
は
不
及
申
'
其
外
往
来
蝕
人
馬
之
先
触
有
之
侯
ハ
～
'
無
滞
大
切

.t
可
相
勤
串

1
家
中
之
者
共
'
当
分
百
姓
家

tt
指
定
侯
得
共
､
農
事
家
敬

二
障
無
之
様

二
申
付
侯
'

若
理
不
尽
之
仕
方
有
之
候
ハ
～
早
速
可
申
出
啓

一
耕
作
家
職
椅
入
可
申
事

1
隣
領

･
他
領
之
町
人
百
姓
へ
不
噂
成
儀
申
懸
間
数
侯
'
惣
而
百
億
之
風
儀
先
年
福
井
御

1
嶺
之
通

'I
相
心
得
可
申
侯
'
猶
又
当
家
御
仕

置
之
筋
追
々
可
申
付
事

鮪
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)
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一
武
土
方
奉
公
人
へ
慮
外
致
間
数
事

二
転
方
･･
在
方
共

二
惣
而
御
用
向
有
之
侯
ハ
+̂
会
所
へ
.F
申
出
侯
で
qn
分
儲
人
共
不
兵
事

二億
之
間
∵
不
依
何
事
軽
虐
儀

こ
て
も
申
出
可

･
得
差
図

等

･

こ
此
方
冶
御
用
之
儀
有
之
侯
ハ
ゞ
'
会
所
丘
印
形
書
付
を
以
可
中
道
候
'
別
印
鑑
相
渡
候
'

一
枚
宛
村
々
二
受
取
匿
引
合
無
紛
侯
ハ･▲ゞ
'

御
用
之
品
相
達
可
申
事

-

･附
.･
御
役
人
ハ
不
及

申'
諸
士
末
々
迄
音

I物

･
礼
物
等
贈
中
間
敷
侯
'
手
入
ケ
間
数
賄
賂
致
侯
ハ
ゞ
急
皮
可
被
仰
付
寧

一
山
林
竹
木
伐
採
申
間
数
候
'
白
山
四
壁
た
り
と
も
断
な
-
し
て
伐
採
侯
ハ
ゞ
可
為
曲
事
事

丑
三
月

植

田

半
蔵

小
堀
勘
十
郎

右
の
条
文
に
も

｢
惣
て
百
姓
の
風
儀
'
先
年
福
井
伽

1
億
の
通
り
に
相
心
得
申
す
ペ
く
侯
｣
と
入
念
に
指
示
し
て
い
る
｡
し
か
し
受
領

当
時
の
領
内
は
儲
料
ま
た
は
福
井
頚
髄
の
諸
村
が
大
部
分
で
あ
っ
た
た
め
に

｢
福
井
御

1
街
の
通
り
｣
に
例
言
し
て
い
る
が
'
実
は
拝
領

(8
)

地
の
旧
髄
主
を
十
年
前
に
溝
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
'
百
三
拾
二
か
村
中
土

岐

伊

予
守
鵜
殿
領
が
七
拾
四
か
村
'
顔
料
が
四
拾
五
か
村
'
そ

(0.)

(10
)

れ
に
加
え
て
紀
州
嶺
で
あ
る
松

平

内
蔵
頭
頼
職
領
が
八
か
村

･松
平

主

税
頭
親
方
債
が
五
か
村
と
な
っ
て
い
る
.
ま
た
勧
料
の
う
ち
の
十

1
か
村
は
大
野
郡
の
う
ち
で
遠
隔
の
地
で
あ
り
､
さ
ら
に
こ
れ
ら
諸
相
の
間
に
小
浜
頗
あ
り
'
福
井
領
な
ど
が
交
培
し
て
散
在
し
て
い
る

た
め
に
'
領
国
内
を
ど
の
よ
う
に
統

一
行
政
を
行
な
う
か
が

1
番
の
凝
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

そ

の
た
め
か
入
国
と
同
時

(番
地

以
前
)
･に
髄
内
の
民
勢
調
査
を
含
め
て
寺
社
改
帳
へ
村
々
明
細
帳
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
｡
ち
な
み
に
そ
の
時

の
寺
社
改
帳

(七
冊
)
の

村
名
を
垂
不
L
t
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
'
入
国
十
年
前
の
儲
国
内
旧
領
主
図
を
作
製
し
参
考
に
供
す
る
｡
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罪- 今立郡西餌江村A河和田
河内村迄25村

船
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の

一
斑

(浅
井
)

村 名 l村 高 い日駐l
酉 的江村

有 定 村

花 山 村

石

556293

364918

125000

木 引 村 468432 10〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟′′土岐伊予守知行所〟御料所〟〟〟土岐伊予守知行所

1出 口 村 35661

4 1転 相 54

0025 1曲 木 村

400000 1橋 立 村 595380

1松 成 村 56299

1樋 口 村 540

300 1原 村 6784

80 1川 島 村 1,7

84500 1赤 坂 村 1,029320 3

戸 口下村 372500 3戸 口上村 576666

3戸 口中 村

267826 3△

△3別 司 村 5592

67小 坂 村 578390

i日生田村 375239片 山 村` 76740

3西 袋 村 1,16

7.584 3金 谷 村 3

28131 3△3
寺 中 村

520195節 水 町村 270894河和田河内村 349170 6

第弐 今立郡北中津山村B田代村

迄25村北中枠山村 石
土岐伊予守知行所〟

//〟4′〟〟 3

487695南中拝山村 620237 3

野 岡 村 646033 3

山 室 村 635597

3杉 尾 村 239177

3顕 井 村 201497 3

長 五 村 l 78269 31

大 平 村

八 石 村

中 印 村

別 印

材坂 下

村板 垣 村

上荒谷村寺 島

村市 村

常 安 村

月 ヶ瀬村土 合

村皿 尾 村

割 合 村木

谷 村志津原

村河 内 村

田 代 村

石7614

81003

20119

521136

82581

040153

330275040

147660

172130

217942

179640

16500

29222

15290

15810

12

038083388ll513 かか

かク

かかか

かかか

かかか

クか〃

〃 33

334

444

444

444

44

4第参 今立郡西庄境村B山田村
迄2

7村西 庄 填

村東 庄 境村

朽 飯

村苗 岡 村

藤 木 村春

山 村樫 尾

村政 垣 村

拭 住 村相

木 村桁 水 谷

村柿 ケ原 村松

ケ谷 村持 越

村野 尻 村

谷 口 村筋 生 村 石

318000
505132

41595

815098

023340

1341682

222954

215364

192



史
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一

三

六

な
お
右
表
の
村
順
は
寺
社
改
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
順
序
で
あ
り
､
村
高
は
明
細
帳
の
村
高
､
旧
領
主
名
は
元
禄
十
三
年
の
郷
帳
に
よ

り
作
製
'
最
後
の
数
字
は
後
述
の
領
内
空

ハ
組
に
分
割
し
た
新
組
の
組
分
け
を
示
し
た
記
号
数
字
で
あ
る
｡

註(-
)

徳
川
美
紀

(有
徳
院
殿
和
実
紀
巻
十
一
)
享
保
五
年
九
月
十
二
日

5 4 3 2

越
後
国
村
上
の
城
主
間
部
越
前
守
詮
房
が
通
嶺
五
万
石
を
'
そ

の
養
子
下
総
守
詮
言
に
襲
せ
し
め
､
封
を
越
前
国
西
鯖
江
の
地

に
う
つ
さ
る
｡

家
譜

鯖
江
布
地
町
植
田
知
代
氏
蔵

間
部
家
文
事

鯖
江
市
公
民
館
所
蔵

間
部
家
文
書

間
都
民
は
そ
の
後
も
つ
い
に
城
地
を
設
定
す
る
に
至

ら
な
か
っ

た
｡天
保

一
一
年
間
部
詮
勝
が
西
丸
附
老
中
と
な
っ
た
と
き
'四
月

封
邑
鰐
江
に
築
城
す
べ
き
旨
へ将
軍
家
慶
の
値
命
あ
り
て
､
五
月
に

は
築
城
金
五
千
両
を
頂
戴
し
た
が
､や
は
り
'倍
江
の
地
は
狭
陰
に

し
て
t
か
つ
他
領
に
接
す
る
を
も
っ
て
要
害
宜
し
か
ら
ざ
る
と
の

理
由
で
'
折
角
の
添
地
の
下
賜
ま
で
あ
っ
た
が
つ
い
に
実
現
に
至

ら
な
か
っ
た
｡
徳
川
実
紀
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

徳
川
実
紀

(慎
徳
院
殿
和
実
紀
巻
四
)
＼
天
保
十

一
年
四
月
廿
八
日
切

項
に間
部
下
総
守
(詮
勝
)
に
越
前
国
倍
江
を
も
っ
て
城
地
に
下
さ
る

と
あ
り
..
さ
ら
に
同
年
五
月
十
九
日
の
項
に
は

･
間
部
下
総
守
ば
そ
の
城
道
立
す
み
に
よ､
払
金
五
千
両
を
脇
は
io

6)

間
部
家
文
審

7
)
問
部
家
文
書

8
)
寛
政
重
修
諸
家
譜
土
岐
伊
予
守
頼
殿
の
項

元
禄
五
年
二
月
l
〓
ハ
日
額
を
あ
ら
た
め
ら
れ
'
摂
津

･
河
内

･
越

前
三
国
の
う
ち
に
お
い
て
三
万
五
千
石
を
鎖
し
'
宝
永
五
年
閏
正

月
十

一
日
越
前
国
の
封
地
を
割
て
播
磨
国
の
う
ち
に
う
つ
さ
る

(
9
)

福
井
県
史

紀
州
領
'
松
平
内
蔵
頭

元
禄

1
0
年
三
月
和
歌
山
藩
主
徳
川
光
貞
の
二
男
頬
職
越
前
国
丹

生
郡
で
三
万
石
を
儲
し
､宝
永
二
年
六
月
宗
家
を
継
で
べ
漕
た
め
､

二
万
石
は
宮
津
城
主
松
平
資
俊
の
三
男
宗
長
に
,.

云

石
は
葛
野

陣
屋
の
兼
領
と
L
t
享
保
五
年
六
方
ま
で
代
官
を
お
き
t
の
ち
福

井
藩
預
儲
と
な
っ
た
｡

(10
)

福
井
県
史

紀
州
領

松
平
主
税
頭

元
禄

一
〇
年
三
月
和
歌
山
藩
主
徳
川
光
点
の
三
男
親
方
'
そ
の
兄

栽
職
と
共
に
三
万
石
を
領
知
せ
し
め
ら
る
.
N
'の
封
地
丹
生
郡
に

下
糸
生
村
ほ
か

二
二
か
村
坂
井
部
に
針
原
村
以
下
三
二
か
村
'
下

.
糸
生
の
内
葛
野
に
陣
屋
を
お
-
｡
宝
永
二
年
六
月
兄
頼
職
の
所
領

-
万
石
を
兼
領
し
た
が
'
同
年
九
月
葡
職
の
卒
去
に
よ
り
'
宗
家

■を
つ
ぎ
､
つ
い
で
享
保
元
年
八
代
将
軍
土
居
不
は
懸
る

(

11
)

鯖
江
取
新
町
福
岡
新
兵
衛
氏
所
蔵
Jr
;

∴

･い
さ
:I



こ
の

F寺
祉
改
牒
｣
は
､
問
弥
氏
入
封
の
翌
年

(替
地
以
前
)
事
件

六
年
に
伝
内
百
三
十
二
か
村
よ
り
古
き
上
げ
さ
せ
た
も
の
を
､
老

臣
小
池
文
左
衛
門
が
'
駄
内
各
組
ご
と
に
敦
写

･
敷
皮
し
た
も
の

で
あ
る
｡
竹
内
信
夫
稲

｢餌
江
譜
寺
社
改
牒
｣
参
府

領
国
内
の
組
分
け
と
大
庄
屋
制

(

12
)

正
徒
三
年

(
1
七

二
二
)
四
月
'

幕
府
は
天
領
に
お
け
る
大
庄
屋

･
割
元

･
惣
代
を
廃

止
し
た
｡
そ
の

｢
理
由
は
大
庄
屋
な
ど
の
給
米

も
多
-
村
入
用
に
か
ゝ

り
'
大
勢
の
中
に
は
宜
し
か
ら
ぬ
人
々
が
あ

っ
て
'
身
の
上
を
高
ぶ
り
'
私
の
こ

と
を
営
み
'
代
官
の
手
代

･
役

人
と
申
し
合
わ
せ
て
'

末
々
の
百
姓
の
難
儀
に
及
ぶ
｣
と
し
て
い
る
｡
も
と
も
と
大
庄
屋
の
職
分
は
'
代
官
よ
り
伝
え
ら
れ
た
法
令
な
ど

を
名
主
に
伝
達
L
t
ま
た
領
内
の
百
姓
の
訴
訟

･
願
事
な
ど
を
吟
味
し
て
代
官
に
上
申
す
る
所
謂
下
達

･
上
中
の
中
間
扱
関
と
し
て
重
要

な
役
目
を
果
た
し
て
き
た
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
庄
屋
制
の
弊
害
が
'
幕
府
を
し
て
廃
止
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
'
幕
府
の
禁
止
よ

り
わ
ず
か
十
年
後
に
間
部
氏
が
新
領
国
内
に
敢
え
て
こ
の
制
度
を
何
故
に
施
行
し
た
か
｡
そ
れ
は
や
は
り
俄
国
内
の
校
維
な
支
配
事
情
が

第

1
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
.

(も
っ
と
も
間
部
氏
は
旧
領
村
上
俄
に
お
い
て
も
大
庄
屋
制
を
施
行
し
て
い
た
が
)

六
組
の
組
分
け

煩
知
替
え
の
拝
命
を
う
け
た
間
部
氏
は
'
直
ち
に
蘭
内
の
寺
社
改
帳
な
ら
び
に
村
々
明
細
帳
の
提
出
を
求
め
た
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た

が
'
こ
れ
ら
の
諸
調
査
に
よ
っ
て
各
村
の
村
祝
を
把
握
し
た
上
で
'
地
域
や
旧
支
配
な
ど
を
勘
案
し
て
'
享
保
六
年
十
月
ま
ず
領
内
を
六

組
と
陣
屋
付
の
村
と
に
区
分
し
た
が
そ
の
組
分
け
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡
(
な
お
旧
支
配
と
の
関
係
は
前
掲
の
領
国
図
を
参
周
さ
れ
た
い
)

下
新
庄
組

下
新
庄

中
新
庄
.

戸

谷

町

･木

引

.樋

口

中
野
松
成

花

出

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

畠

出

口

曲

木

長

尾

三
ツ
屋

橋

立

原

二
二
七



史
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大
屋
組

(庄
田
1
余
川
)

大

屋

小
野
谷

金

屋

去

脇

余

川

野
大
坪

畑

桧
尾
谷

中
戸
口
組

(東
庄
境
1
市
井
1
東
庄
墳
)

中
戸
ノ
ロ

上
戸
ノ
ロ

下
戸
ノ
ロ

春

八

石

東
庄
境

酉
庄
境

大

平

清
水
町

金

谷

坂

下

中

印

別 横 山 荒 中

谷 居

二
二
八

入

谷

岩

内

葛

岡

平

林

馬
上
免

庄

田

赤

,
坂

西

袋

住

山

童

片

山

印

葛
生
田

藤

木
野

間

北
中
津
山

長

五

杉
尾
開

披

垣

相

木

広
瀬
組

(水
海
･-
上
荒
谷
1
水
海
1
谷
口
1
薮
田
1
東
俣
1
市
)

広

瀬

東
角
間

上
荒
谷

杉

谷

菅

生

柿
ケ
原

田

代

務
生
谷

酉
角
間

松
ケ
谷

東

俣

寺

持

越

市

常

安

薮

志
津
原

土

合

皿

尾

新

金
見
谷

保 田 島

清 坂 月
水
谷 垣 瀬

定 山 水

方 田 海

安 寺 稲
冒ヨI::1
寺 谷 荷

木 魚 谷

谷 見 口

割 池 野

谷 田 尻

館
谷
粗

(乙
坂
)

館

谷

下
糸
生

風

巻

乙

｣坂

上
大
虫

三

回

丹
生
郷

下
大
虫

持
明
寺

小

羽

市

上
糸
生

横

根

真

木

木
本
領
家
紋

木
本
儲
家

矢
戸
口

保

田

今

井

森
政
地
頭

稲

都

本

部

東
大
月

商

偵

西
光
寺

大
夫
戸

陣
屋
附



西
鰭
江

東
鯖
江

有

定

定

次

以
上
六
組
に
組
分
け
L
t
そ
れ
ぞ
れ
各
組
に
一
人
づ
つ
の
大
庄
屋
を
配
し
た
が
'
そ
の
任
命
は
翌
七
年
正
月
を
き
し
て
一
斉
に
行
わ
れ

た

｡

大
正
屋
制
の
改
廃
と
助
役
形
態

各
組
で
選
任
さ
れ
た
大
庄
屋
が
一
同
に
呼
ば
れ
て
地
方
役
中
へ
申
渡
と
し
て

｢大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵

(四
斗
五
升
入
)
退
之
｣

と
任
命
さ
れ
た
の
が
'
享
保
七
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
｡
初
代
大
庄
屋
の
家
柄
に
関
す
る
詳
細
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
が
'
入
国

と
同
時

(享
保
六
年
)
に
独
礼
を
許
さ
れ
た
も
の
が
多
い
｡
他
藩
に
お
い
て
も
大
庄
屋
は
幕
藩
体
制
の
確
立
と
と
も
に
取
り
立
て
ら
れ
た

か
っ
て
そ
の
地
方
に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
土
豪
の
家
柄
の
も
の
が
虜
い
が
'
餌
江
と
て
も
村
内
の
大
高
持
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り

(13
)

な
い
.
大
庄
屋
任
命
に
あ
た
っ
て
領
主
側
は

｢御
債
分
大
庄
屋
之
儀
'
六
人
披
仰
付
侯
趣
'
先
達
而
委
細
中
退
侯
処
'
御
役
人
何
も
安
堵

之
由
'
人
柄

･
筋
目
身
上
何
も
猶
吟
味
の
上
被
申
付
二
而
可
有
之
と
存
侯
｣
と
人
柄

･
筋
目

･
身
上
の
三
点
を
選
考
規
準
と
し
て
い
た
｡

な
お
大
庄
屋
の
家
が
交
代
す
る
場
合
は
跡
大
庄
屋
に
直
ち
に
就
任
す
る
場
合
は
少
-
'
大
庄
屋
仮
役
を
し
た
の
ち
大
庄
屋
役
に
正
式
に
任

命
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
場
合
仮
役
の
時
よ
り
給
米
拾
弐
俵
が
下
附
さ
れ
る
｡
し
か
し
順
序
と
し
て
は
大
庄
屋
間
合
1
大
庄
屋
代
-
大
庄
屋

仮
役
1
大
庄
屋
役
に
な
る
の
が
原
則

で
あ
る
｡
(節
Ⅲ
組
の
中
戸
口
村
弥
右
術
門
家
よ
り
東
庄
墳
村
の
五
右
衛
門
家
に
番
っ
た
例
を
参
周
さ
れ
た
い
)

な
お
給
米
の
拾
弐
俵
で
あ
る
が
'
他
藩
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
い
｡

(他
藩
は
柳
川
藩
の
七
拾
俵
か
ら
松
本
藩
の
二
十
五
俵
と
全
国
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
が
)
こ
れ
は
大
庄
屋
制
廃
止
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る

｢大
庄
屋
給
米
も
多
く
｣
と
の
こ
と
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

格
式
は
独
礼
の
ほ
か
'
ま
ず
帯
刀
が
許
さ
れ
'
し
か
る
の
ち
に
苗
字
が
差
免
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
｡
以
下
各
組
の
大
庄
屋
の
勤
役
形
態

(14
)

の
実
例
を

｢各
組
村
々
御
礼
之
者
共
明
細
帳
｣

(七
冊
)
に
よ
っ
て
抄
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
｡

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
1
斑

(浅
井
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

下
新
庄
組

.@
平
左
衛
門

(
下
新
庄
村
等

同
断
)

(i(離

)

岡
)

享
保
七
壬
寅
年
正
月
大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
シ
'
同
十
四
巳
酉
年
六
月
十
二
日
始
而
之
細
目
見

元
文
元
丙
辰
年
十
月
廿
四
日
病
身
工
付
1
頗
之
通
役
儀
差
免

二

代

㊥

幸

助

卒
去
衛
門
卜
改

元
文
元
丙
辰
年
十
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

一
四
〇

(支
延
二
年
)

同

年

十

二

月
晦
日
大
庄
屋
役
差
免
'
右

二
付
和
目
見
之
儀
t
.町
人
之
上
之
庸

二
並
居
'
御
通
掛
初
日
見
申
付
∵

尤
江
戸

御
往
来
之

節
御
通
筋
江
相
詰
場
も
町
人
之
上
並
居
町
奉
行
披
露

宝
暦
二
王
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
遣
之

三

@

兵

同
年
十
二
月
十
九
日
前
方
大
庄
屋
役
之
通
'
町
名
主
上
之
庸

二
申
付

(宝
暦
)

同

十

二

壬
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
高
給
弐
使
道
之

(宝
暦
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

同

十

四

甲
中
空

二
月
廿

一
日
勤
方
不
増

二
付
役
儀
取
上
'
隠
居
申
付
'
勧
殺
生
之
御
供

｡
付
被
下
侯
給
米
取
上
t
.跡
役
枠
在
中
付

代

四

④

弥

助

平
左
衛
門
卜
改

宝
暦
十
四
甲
申
年
三
月
廿

一
日
親
隠
居
申
付
'
跡
役
其
方
江
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

安
永
元
壬
辰
年
十
二
月
五
日
病
身

二
付
'
願
之
通
役
儀
差
免

代
書

平
左
街
門
1
率
助
1
平
左
衛
門
卜
改
ム

安
永
元
壬
辰
年
十
二
月
五
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

寛
政
七
乙
卯
年
十
二
月
廿
八
日
年
来
役
茄
無
滞
相
勤
倹
付
'
鯖
江
往
来
之
筋
違
中
計
帯
刀
差
免
'
同
十
年
戊
午
九
月
三
日
病
死



五

代

㊥

弥

富

忠
左
衛
門
1

平
左
衛
門
卜
改
ム

監
政
十
午
戊
年
十

1
月
十
三
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
依
近
之
'
宇
和
三
年
八
月
十
六
日
無
拠
願
二
付
'
和
才
先
方
差
免

･
.L
文
化
六
己
巳
年
十

1
月
八
日
以
来
御
用

二
両
他
所
出
会
之
節
帯
刀
差
免

同
十

一
粟
酉
年
十
二
月
十
四
日
組
下
緒
方
宜
趣

二
付
'
鯖
江
往
来
之
節
帯
刀
差
免

文
政
四
辛
巳
年
八
月
十
六
日
苗
字
帯
刀
差
免

天
保
七
年
十
二
月
廿
日
倖
新
之
助
大
庄
屋
次
席
申
付
'
弘
化
四
未
年
正
月
九
日
病
死

◎
新
之
助
天
件
十
二
辛
丑
年
十
二
月
廿
二
日
大
庄
屋
旧
館
'
親
平
左
衛
門
同
様
相
勤
候
様
被
仰
付
'
且
又
鮪
江
往
来
之
節
帯
刀
御
免
被
成

弘
化
四
未
年
三
月
六
日
大
庄
屋
役
被
仰
付
'
給
米
拾
弐
俵
被
下
'
且
又
親
代
之
通
式
人
扶
持
井
卦
五
俵
被
下

嘉
永
元
戊
申
年
五
月
十
三
日
病
気

Il
付
'
頗
之
通
大
庄
屋
差
免

･＼
⑧
再

勤

(新
之
助
)

嘉
永
七
甲
寅
年
十
二
見
八
日
大
庄
屋
役
相
勤
申
付

(枠
苗
代
松
病
死
二
付
)

同
年
田
七
月
三
日
就
病
気
願
之
通
大
庄
屋
役
差
免

㊥
再
‥
助

平
左
衛
門
与
改

安
政
六
年
九
月
廿
六
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
同
年
十
二
月
大
庄
屋
役
被
仰
付
､
給
米
拾
弐
俵
被
下

①
喜
代
松

'

嘉
永
元
申
年
五
月
十
二
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
井
親
代
之
通
米
五
俵
被
下
'
且
又
鯖
江
往
来
之
節
帯
刀
被
成
御
免

二
夢
空
ハ
年
十
月
三
日
病
死

輔
江
億
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
盟

(践
井
)



史
料
飴
研
究
紀
要

第
九
号

大
屋
租

(庄
田

1
会
川
組
)

①
宇
兵
衛

(大
屋
村
)

享
保
七
壬
寅
年
正
月
大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
同
十
四
年
酉
年
六
月
十
二
日
始
而
之
細
目
見

元
文
四
己
未
年
正
月
廿
五
日
病
死

二

代

◎

佐

市

郎

､

宇
兵
衛
卜
改
ム

元
文
四
己
未
年
三
月
十
九
日
大
庄
屋
申
付

延
享
三
丙
寅
年
六
月
十
三
日
病
死

三

代

◎

文

次

郎

宇
兵
衛
卜
改

延
享
三
丙
寅
年
八
月
廿
五
日
跡
相
続
大
庄
屋
役
申
付

但
当
国
府
中
近
江
屋
文
次
郎
儀
'
宇
兵
衛
弟
二
付
'
後
家
与
嫁
合

跡
相
続
仕
度
旨
願
出
侯
'
大
庄
屋
役
可
相
勤
相
応
之
者
無
之

二
付
'
腰
之
適
中
付
ル

寛
延
二
己
巳
年
十
二
月
晦
日
大
庄
屋
役
差
免
'
右

二
付
細
目
見
之
儀
御
用
達
町
人
之
上
之
席
二
並
居
'
御
通
掛
之
御
日
見
被
仰
付

尤
江
戸
御
往
来
之
節
も
'
御
通
筋
江
相
詰
場
'
町
人
之
上
二
一
同
並
居
町
奉
行
披
露
之
事

宝
暦
二
王
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
遣
之
'
同
年
十
二
月
十
九
日
前
方
大
庄
屋
役
之
通
'町
名
主
上
之
庸
二
申
付

四

④

万

同
九
年
己
卯
年
病
気

二
付
'
厩
之
通
役
儀
差
免
'
同
年
病
死

代
蔵

宝
暦
九
己
卯
年
五
月
廿
四
日
親
宇
兵
衛
病
気

二
付
役
儀
差
免
'
跡
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
親
之
通
達
之

同
十
二
壬
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
二
申
付
'
給
米
高
給
弐
俵
遣
之



天
明
元
辛
丑
年
五
月
十
五
日
病
気

こ
付
'
願
之
通
大
庄
屋
役
差
免
'
跡
投
降
文
助
江
申
付

五

代

㊨

文

助
天
明
元
辛
丑
年
五
月
十
五
日
親
方
戒
厳
之
通
大
庄
屋
役
差
免
'
跡
役
申
付
給
米
拾
弐
俵
遼
之

同
二
王
寅
年
八
月
廿
八
日
病
身
願
--
付
'
役
儀
差
免
'
寛
政
四
壬
子
年
病
死

㊥
字
兵
衛
天
明
二
王
寅
年
八
月
廿
八
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

文
化
六
巳
年
十

1
月
八
日
以
来
御
用
二
両
他
所
出
会
之
節
帯
刀
差
免

文
化
十
酉
年
九
月
十
二
日
依
願
大
庄
屋
役
差
免
'
且
又
御
才
覚
方
出
棺
It付
金
三
富
疋
退
之

⑦貞
助

字
助
卜
改

文
化
八
未
年
四
月
親
名
代
相
勤
倹
様
申
付

同
十
酉
年
九
月
十
二
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵

文
政
四
辛
巳
年
四
月
二
日
近
年
打
続
困
窮
之
由
'
親
代
t
Q
美
辞
相
勤
'
其
上
和
才
党
金
出
精
ll付
以
別
段
'
当
巳
年
古
来
ル
酉
年

迄
五
ヶ
年
之
間
壱
ヶ
年
米
五
拾
俵
宛
拝
借
被
仰
付
'
上
納
之
儀
は
迫
而
可
申
付
旨

同
十
年
丁
亥
四
月
五
日
就
病
気
願
之
通
役
儀
差
免
'
年
来
無
碍
相
勤
倹
二
付
､
加
通
掛
初
日
兄
上
備
中
付
'
中
線
差
免
'
是
迄
御

才
覚
金
出
精

ll付
和
日
録
金
三
百
疋
遣
之

天
保
己
亥
十
年
五
月
病
死

三

代

⑧

五

右

衛

門

(庄
田
村
)

文
政
十
丁
亥
年
四
月
大
庄
屋
仮
役
申
付
､
仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
退
之

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の

1
斑

(浅
井
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

同
年
九
月
廿
七
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

同
十

一
戊
子
年
五
月
六
日
鯖
江
往
来
之
節
帯
刀
差
免

天
保

十亥
年
正
月
八
日
病

死

四
代

㊥
五
右
衛

門

天

保
十
亥
撃

方

廿
六
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
同
十

1
年
庚
子
六
月
鰍
江
往
来
之
節
'
帯
刀
御
免
被
成

天
保
十
二
辛
丑
年
二
月
十
六
日
苗
字
帯
刀
御
免
被
成

東
政
二
乙
卯
年
三
月
三
日
病
死

(
こ
の
間
東
庄
墳
粗
大
庄
屋
預
)

⑳
周

造
安
政
二
乙
卯
年
十

1
月
十
八
日
卸
通
掛
細
目
見
被
仰
付
'
当
分
大
庄
屋
仮
役
申
付
'

仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
且
又
中
稼
被
成

細
免
但
大
庄
屋
仮
役
中
御
目
見
上
席
之
者
共
之
上
江
可
差
出
旨
申
渡
侯

同
三
年
丙
辰
三
月
廿
七
日
大
庄
屋
仮
役
差
免

二

代

(苗
字
)

⑳

四

郎

兵
衛

(余
川
村
)

(
坂

田
)

安
政
丙
辰
三
年
六
月
八
日
御
陣
屋
附
庄
屋
次
席
被
仰
付
'
大
庄
尾
坂
役
申
せ
'
仮
役
中
給
米
冶
弐
便
通
之

同
年
十
二
月
廿
二
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

同
六
己
未
年
十
二
月
廿
二
日
大
庄
屋
勤
中
苗
字
差
免

文
久
三
突
亥
年
正
月
帯
刀
被
御
免



同
年
六
月
十
日
老
年

二
付
'
願
之
通
大
庄
屋
役
差
免
'
隠
居
申
付
'
年
来
実
鉢
相
勤
侯
't付
金
三
百
疋
迫
之

⑱
郡

平

四
郎
三
郎
卜
改

文
久
三
莫
亥
年
六
月
十
日
父
四
郎
兵
衛
願
之
通
大
庄
屋
役
差
免
'
隠
居
申
付
'
跡
大
庄
屋
役
申
付
給
米
拾
弐
俵
遣
之

元
治
元
甲
子
年
七
月
五
日
大
庄
屋
勤
申
苗
字
差
免
'同
二
乙
丑
年
正
月
晦
日
帯
刀
被
成
御
免
'屋
広
三
丁
卯
年
七
月
十
五
日
苗
字
差
免

中
戸
口
組

(東
庄
墳
l

串
井
l

東
庄
境
組
)(苗
字
)

①

弥
左
衛
門

(中
戸
口
村
)

(
玉

村
)

享
保
七
壬
寅
年
正
月
大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

寛
延
二
己
巳
年
八
月
十
二
日
役
儀
精
勤
仕
焼
付
'
組
下
村
柄
も
相
直
り
'納
方
も
多
分
益
罷
成
侯

It付
'
為
徹
褒
美
金
五
百
疋
退
之

(tg蛇
)

寛
延
二
己
巳
年
十
二
月
晦
日
大
庄

役

差

免
'
右

二
付
勧
日
見
之
儲
'
町
人
之
上
之
席
並
居
'
御
通
路
御
目
見
申
付
'
尤
江
戸
御
通

掛
之
節
も
御
通
筋
江
相
詰
場
所
も
町
人
之
上

二
一
同
並
居
侯
而
'
町
奉
行
披
露
之
事

宝
暦
二
王
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
退
之

宝
暦
八
年
九
月
病
死

二

代

◎

幸

七

弥
左
衛
門
卜
改

.

宝
暦
八
戊
寅
年
九
月
四
日
父
弥
左
衛
門
跡
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
造
之
'
尤
父
左
衛
門
江
御
預
高
父
之
通
其
方
江
御
預
被
成

宝
暦
十
二
壬
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
二
申
付
'
給
米
高
給
弐
俵
迫
之

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

明
和
三
丙
成
年
六
月
朔
日
池
田
粗
大
庄
屋
水
梅
村
治
郎
左
街
門
役
儀
召
放
候
間
'
当
分
池
田
粗
相
々
御
預
被
成

三
◎
弥 安
永
七
戊
成
年
四
月
七
日
病
死

代
蔵
鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

一
四
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

安
永
七
戊
成
年
五
月
廿
八
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

天
明
七
丁
未
年
五
月
廿
六
日
病
死

四

代

④

忠

三

郎

弥
左
衛
門
卜
改

天
明
八
戊
申
年
八
月
廿
八
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

寛
政
五
菜
丑
年
八
月
廿

一
日

其
方
儀
未
年
若

こ
も
侯
得
共
'
元
祖
井
祖
父
弥
左
衛
門
出
精
相
勤
候
家
筋
之
儀

二
付
'
以
御
憐
忠
犬
庄
屋
役
申
付
侯
得
は
'
役

筋
相
勤
侯
儀
故
'
別
而
万
端
相
慎
'
且
組
下
〆
リ
方
等
之
儀
も
心
掛
可
致
出
精
処
'
無
其
儀
'
近
頃
身
持
不
将
之
趣
相
聞
'
不

束
之
重
工
侯
'
依
之
逼
塞
申
付
'
急
皮
相
慎
可
罷
在
者
也

寛
政
五
菜
丑
年
十
二
月
朔
日
逼
塞
差
免
'
大
庄
屋
役
可
取
上
処
'
以
御
燐
怒
是
迄
之
通
役
儀
申
付
'
以
来
相
慎
可
申
侯

.
文
化
五
戊
辰
年
十
月
廿

1
日
左
之
通

去
々
寅
年
以
来
西
袋
村

二
無
宿
与
不
存
'
多
策
長
々
為
致
滞
留
侯
趣
'
不
吟
味
之
至
王
侯
'
依
之
押
込
申
付

同
年
十
二
月
十
七
日
左
之
通

大
庄
屋
役
差
免
'
且
又
押
込
差
免

帰

◎

文

化

六
己
巳
年
九
月
朔
日
大
庄
屋
帰
役
申
付

但
大
庄
屋
役
卜
申
渡
候
得
は
'
末
席

二
相
成
候
得
共
'
大
庄
屋
帰
投
卜
申
渡
慎
二
付
'
本
庸

二
相
成
侯
'
以
来
為
見
合
記
置

文
化
十
二
乙
亥
年
四
月
二
日
左
之
通

不
将
之
儀
有
之

二
付
'
以
御
憐
慈
大
庄
屋
役
差
免
'
乍
去
代
々
大
庄
屋
役
勤
功
之
儀

こ
も
侯
問
'
以
御
憐
慈
細
目
見
席
申
付
中

稼
差
免



⑨

1宗

衛

門

(東
庄
境
村
)

退
助
l

五
八
郎
卜
改

文
化
五
戊
辰
年
十
二
月
大
庄
屋
御
間
合
申
付

文
化
六
己
巳
年
九
月
大
庄
屋
御
間
合
差
免

同
十
二
乙
亥
年
二
月
大
庄
屋
代
申
付

(
帰

投
)

①

文

化

十
二
年
四
月
二
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
且
又
中
稼
差
免

同
年
十
二
月
九
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

文
政
八
乙
酉
年
八
月
廿
旧
柄
気

Il付
'
厩
之
通
役
儀
勧
免
'
年
来
無
滞
相
勤
慎
二
付
御
日
見
上
席
申
付
'
中
稼
差
免

三
代

⑧
周
蔵

藤
左
衛
門
卜
改

(磯
井
村
)

文
政
八
乙
酉
年
八
月
廿
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
退
之

同
年
十
月
十
三
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
造
之

同
十
二
己
丑
年
二
月
十
九
日
病
死

(
五

右
衛
門
帰
投
).

◎

文

政

十

二

己

丑

年
六
月
三
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
迫
之

同
年
七
月
廿
三
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

天
保
五
申
午
年
二
月
十
二
日
老
年

.t付
'
願
之
通
隠
居
申
付
'
年
来
出
精
相
勤
侯
It付
金
三
百
疋
迫
之

四

代

⑳

重

太

郎

五
八
郎
卜
改

天
保
五
甲
午
年
二
月
十
二
日
父
五
八
郎
願
之
通
隠
居
申
付
'
跡
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
使
道
之

五

代

⑳

八

郎

五
八
郎
卜
改

安
政
六
己
未
年
九
月
廿
七
日
大
庄
屋
役
申
付
､
給
米
拾
弐
俵
過
之
'
同
年
十
二
月
廿
二
日
大
庄
足
助
中
苗
字
差
免

鎗
江
億
に
お
け
る
村
落
行
政
の

l
斑

(浅
井
)

l
四
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

広

瀬

組

(水
海
1

上
荒
谷
1

水
海
1

谷
口
1

薮
田
1

東
俣
l

市
村
組
)

①
彦
兵
衛

(広
若

)

((tgig
)
田
)

享
保
七
未
年
正
月
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
同
十
四
酉
年
六
月
十
二
日
始
而
之
御
月
見

寛
延
二
巳
年
十
二
月
晦
日
大
庄
屋
差
免
'
右
二
付
加
目
見
之
儀
町
人
之
上
之
庸
二
並
居
'
御
通
掛
細
目
見
被
御
付

役
儀
差
免
侯
日
限
井
趣
意
不
相
知

初

代

◎
治
郎
左
衛
門

(水海
村
)

宝
暦
二
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
退
之
'
同
年
十
二
月
十
九
日
町
名
主
上
之
庸
二
申
付

宝
暦
九
卯
年
七
月
十
三
日
病
死

二

代

◎

忠

次

郎

治
郎
左
衛
門
卜
改

宝
暦
九
卯
年
八
月
三
日
親
治
郎
左
衛
門
跡
地
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
遣
之

同
十
二
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
高
給
弐
俵
遺
之

明
和
三
成
年
六
月
朔
日
組
下
取
捌
不
宜
趣
二
付
'
先
達
而
戸
〆
申
付
侯
之
処
差
免
'
役
儀
取
上
'
天
明
元
年
病
死

初

代

⑥

角

兵

衛

(上
荒
谷
村
)

明
和
三
成
年
八
月
十
五
日
大
庄
星
役
申
付
'
姶
米
拾
弐
俵
遣
之

明
和
七
寅
年
正
月
十
七
日
病
死

二

代

㊥

三

左

衛

門

角
兵
衛
卜
改

明
和
七
未
年
三
月
八
日
親
角
兵
衛
跡
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遺
之

安
永
八
亥
年
八
月
廿
七
日



薮
田
村

･
寺
谷
村
引
場
所
争
論
取
扱
之
儀

二
付
不
行
届
儀
有
之
候
間
'
押
込
申
付

九
月
廿
六
日
押
込
差
免

天
明
元
辛
丑
年
十
月
十
三
日

勤
方
不
宜
侯

二
付
'
大
庄
屋
役
差
免

◎
弥
三
者
衛
門

弥
三
兵
衛
卜
改

(水
海
相
)

天
明
元
辛
丑
年
十
月
十
三
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
使
道
之
'
同
七
卯
年
十
月
廿
九
日
病
身
罷
成
侯

二
付
'
依
願
劫
才
覚
方

差
免

寛
政
八
辰
年
二
月
十
三
日
左
之
通
'
不
時
之
儀
有
之

二
付
'
村
払
申
付

三

代

①

五

郎

右

衛
門

(谷
口
村
)

寛
政
八
丙
辰
年
二
月
九
日
大
庄
屋
仮
役
申
付

同
年
五
月
十

1
日
大
庄
屋
仮
役
中
衛
通
掛
細
目
見
申
付
'
且
又
中
稼
差
免
'
但
御
通
掛
細
目
見
之
者
共
上
席
え
可
差
出
旨
申
渡
之

寛
政
九
年
閏
七
月
廿
六
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
文
化
六
年
十

一
月
八
日
以
来
'
他
所
出
合
之
節
帯
刀
差
免

文
化
十

1
成
年
十

1
月
大
庄
屋
役
差
免
'
隠
居

四

代

◎
五

郎

吉

立
郎
右
衛
門
卜
改

文
化
十

1
成
年
十

1
月
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
同
十
四
丑
年
十

1
月
勧
才
覚
給
米
五
俵
造
之

文
政
二
年
九
月
二
日
大
庄
屋
役
差
免
'
同
十

一
戊
子
年
六
月
病
死

(苗
字
)

㊥
利
右
衛
門

喜
右
衛
門
卜
改

(薮
田
村
)

(
飯

田
)

文
政
二
年
八
月
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
同
年
九
月
大
庄
屋
仮
役
中
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
且
又
中
椋
差
免

同
三
辰
年
三
月
大
庄
屋
仮
役
差
免
'
中
橡
井
御
礼
席
是
迄
之
通

同
年
十

一
月
八
日
大
庄
屋
仮
役
申
付

賠
江
億
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

一
四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

同
四
巳
年
五
月
廿
二
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵

文
政
八
年
十
月
十
八
日
組
下
締
り
.方
宜
'
其
上
御
才
覚
筋
格
別
出
精
二
付
'
鯖
江
往
来
之
節
帯
刀
差
免

文
政
八
乙
酉
年
十
二
月
廿
七
日
大
庄
屋
勤
役
中
苗
字

･
帯
刀
差
免

同
十

一
戊
子
年
二
月
朔
日
病
死

二

代

⑳

彦

次

兵

衛

(東
俣
村
)

飯
田
卜
改

文
化
十
三
千
年
六
月
大
庄
屋
間
合
申
付
'
同
七
月
差
免
'
同
十
四
丑
年
十
二
月
御
才
覚
筋
出
精

二
付
弐
人
扶
持
遺
之

文
政
十

1
戊
子
年
四
月
十
六
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
同
年
五
月
六
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遺
之

天
保
五
甲
午
年
十
二
月
廿
二
日
苗
字

･
帯
刀
差
免

弘
化
二
巳
年
四
月
四
日

組
中
勘
定
合
之
義

二
付
'
八
ケ
村
お
ゐ
て
疑
惑
有
之
趣
相
聞
'
夫
々
取
調
申
付
侯
所
'
私
欲
虚
妄
之
筋
は
無
之
趣

二
侯
得
共
'

勘
定
取
調
方
不
念
之
儀
も
有
之
'
全
ク
等
閑

二
致
置
侯
故
之
儀
不
束
之
至
り
侯
'
依
之
押
込
申
付
'
五
月
廿
六
日
押
込
差
免

安
政
五
戊
午
年
五
月
五
日
老
年

)l付
'
頗
之
通
隠
居
申
付
'
同
八
日
病
死

⑳
彦
太
郎
安
政
五
戊
午
年
五
月
五
日
父
彦
次
兵
衛
願
之
通
隠
居
申
付
'
跡
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之

同
六
己
未
年
九
月
十

一
日
病
死

四

代

(
苗
字
)

⑱

庄

三

郎

元
三
郎
卜
改

(市
村
)

(
斉

藤
)

安
政
六
己
未
年
十
月
朔
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遺
之
'
同
年
十
二
月
廿
二
日
大
庄
屋
勤
中
苗
字
差
免

文
久
三
笑
亥
年
正
月
帯
刀
被
成
御
免
'
慶
応
丁
卯
三
年
七
月
十
五
日
苗
字
差
負



煎

谷

組

(
乙
坂
)

①
三
右
衛
門

(伍

谷
村)

享
保
七
壬
寅
年
正
月
大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
へ
同
十
四
酉
年
六
月
十
二
日
始
而
之
細
目
見

享
保
十
六
亥
年
六
月
二
日
餌
谷
村
地
内
悪
水
江
下
二
江
筋
新
規

二
穿
替
候
付
'
遠
慮
申
付
'
同
廿
九
日
差
免

享
保
十
七
子
年
十
月
四
日
勤
方
未
熟

二
付
'
組
下
小
庄
屋
共
合
鉢
不
仕
旨
'
段
々
不
将
之
儲
共
有
之

二
付
'役
儀
召
放
逼
塞
申
付
'

同

年
十
月
廿

1
日
差
免

二

代

㊥

放

右

衛

門

三
右
衛
門
卜
改

享
保
十
九
寅
年
九
月
七
日
大
庄
屋
役
見
習
申
付
'
給
米
六
俵
適
之
'
尤
細
目
兄
は
不
相
成
旨

寛
延
二
巳
年
八
月

一
統
大
庄
屋
相
止
'
初
通
掛
御
目
見
申
付
'
同
年
十
二
月
晦
日
役
儀
差
免

宝
暦
二
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
退
之

宝
暦
十
二
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
明
和
四
亥
年
十
月
廿

1
日
勧
才
覚
方
申
付
'
三
人
扶
持
遣
之

安
永
三
午
年
二
月
十

1
日
願
之
通
大
庄
屋
役
儀
差
免
'
但
御
扶
持
万
上
ル

三

代

◎

清

五

郎

′

安
永
三
午
年
二
月
十
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
親
之
通
迫
之

同

五
申
年
六

月
病
死

四

代

④
級
右
衛

門

政
治
-

吉
郎
助
与
改

安
永
五
申
年
八
月
十
五
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之

但
幼
年

二
付
'
当
分
組
下
風
巻
村
嘉
惣
沿
大
庄
屋
役
後
見
申
付
度
旨
'
地
方
役
β
伺
出
侯
付
'
伺
之
通
当
分
後
見
申
付

鱈
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の

t
斑

(浅
井
)

1
五

1



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

安
永
九
子
正
月
晦
日
嘉
惣
拾
義
後
見
差
免
'
天
明
三
卯
年
五
月
八
日
御
通
掛
細
目
見
申
付

寛
政
二
成
年
二
月
九
日
令
欠
落
侯
旨
'
地
方
役
申
出
ル

㊥

卵

如

衛

覚
兵
讐

改

(
乙
告

)

(捕
(%

穐
)

天
明
六
午
年
二
月
廿
三
日
大
庄
屋
代
申
付
'
同
四
月
差
免
'
同
年
十
二
月
御
通
掛
初
日
見
申
付

寛
政
三
亥
年
九
月
三
日
大
庄
屋
代
申
付
'
同
年
十
二
月
廿

】
日
地
方
役
所
中
稼
差
免
'
伽
通
掛
御
日
見
上
席
申
付

rl▲

寛
政
四
千
年
七
月
十
七
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
使
道
之

文
化
三
寅
年
五
月
七
日
依
願
大
庄
尾
役
井
御
才
覚
方
差
免
'
且
又
御
才
覚
方
出
精

二
付
'
以
別
段
金
三
百
疋
遣
之

二

代

◎

磯

右

衛

門

覚
兵
衛
1

鶴
兵
衛
卜
改

文
化
三
寅
年
五
月
七
日
大
庄
屋
役
申
付
'給
米
拾
弐
俵
退
之
'同
六
巳
年
十

一
月
八
日
以
来
御
用
二
両
他
所
出
会
之
節
ハ
帯
刀
差
免

文
政
十
三
未
年
七
月
廿
七
日
老
年

二
付
'
願
之
通
役
儀
差
免
隠
居
申
付
'
且
又
御
才
覚
方
は
隠
居
之
偉
二
両
是
迄
之
通
相
勤
侯
様

申
付

三

代

⑦

郡

治

鶴
兵
衛
与
改

文
政
十
三
未
年
七
月
廿
七
日
父
鶴
兵
衛
願
之
通
隠
居
申
付
'
跡
大
庄
屋
役
申
付
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
且
又
苗
字
帯
刀
差
免
'
御
才

覚
方
申
付
､
五
人
扶
持
遣
之

天
保
十

一
子
年
八
月
四
日
大
庄
屋
勤
役
中
細
年
貢
上
納
方
分
納
被
仰
付
'
安
政
六
己
未
年
十
二
月
俸
郡
治
大
庄
屋
順
席
被
仰
付

文
久
元
辛
酉
年
六
月
十
七
日
病
死

⑧
郡

治

鶴
兵
衛
与
改

文
久
元
辛
酉
年
八
月
廿
日
大
庄
屋
役
被
仰
付
'
給
米
拾
弐
俵
被
下



木
本
領
家
組

初

代

(苗
字
)

Q
弥

三

右

衛
門

(
杉

本
)

享
保
七
寅
年
正
月
大
庄
屋
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
同
十
四
酉
年
六
月
十
二
日
初
市
之
初
日
見

寛
延
二
巳
年
八
月
九
日
役
儀
出
精
仕
'
其
上
村
々
勧
年
貢
納
方
等
も
精
勤
故
運
取
慎

二
付
'
為
御
褒
美
金
千
疋
退
之

同
年
十
二
月
晦
日
役
儀
差
免
'
右
二
付
'
御
目
見
之
儀
町
人
之
上
之
席
二
並
居
'
御
通
掛
細
目
見
申
付

宝
暦
二
申
年
正
月
廿
六
日
触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
退
之

宝
暦
十
二
午
年
九
月
廿
四
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
高
給
弐
俵
退
之

明
和
四
亥
年
十
月
廿

1
日
勧
才
覚
方
申
付
'
三
人
扶
持
遣
之
'
天
明
二
束
年
正
月
十
五
日
数
十
年
役
筋
無
汚
相
勤
侯
二
付
'
帯
刀

差
免

天
明
八
戊
申
年
四
月
廿
日
病
死

二

代

◎

鹿

右

衛

門

弥
三
右
衛
門
卜
改

天
明
八
申
年
六
月
十
二
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
退
之
'
但
父
弥
三
右
衛
門
和
才
党
方

二
付
'
放
下
匠
侯
三
人
扶
持
差
上

寛
政
六
寅
年
六
月
三
日
木
本
光
徒
寺
細
寄
附
白
地
之
内
江
致
堀
田
侯
儀

二
付
'
不
念
之
儀
有
之
侯
付
'
押
込
申
付

但
同
廿
三
日

押
込
差
免

文
化
元
子
年
五
月
五
日
年
来
実
鉢
相
勤
倹
二
付
'
父
弥
三
右
衛
門
之
通
苗
字
差
免
'
且
又
鯖
江
排
掴
之
節
帯
刀
差
免

文
化
元
年
九
月
十
四
日
及
老
年
侯

't付
'
大
庄
屋
役
御
免
願
出
侯
得
共
'
先
ツ
致
保
養
相
勤
候
様
申
付

同
年
十

一
月
二
日
病
死

三

代

◎

弥

三

次

郎

弥
三
右
衛
門
卜
改

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
]
斑

(浅
井
)

一
五
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
九
号

一
五
四

文
化
元
年
十
二
月
十
二
日
大
庄
屋
仮
役
申
付
'
同
年
十
二
月
廿
六
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遭
之

文
化
十

一
成
年
十
二
月
十
四
日
組
下
緒
方
宜
趣
二
付
'
大
庄
屋
上
席
申
付

天
保
六
乙
未
年
四
月
廿
六
日
病
死

④
弥
三
次
郎

弥
三
右
衛
門
卜
改
名

天
保
六
乙
未
年
六
月
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
俵
遣
之
'
同
七
丙
申
年
二
月
苗
字
差
刀
差
免

弘
化
二
年
四
月
廿
五
日
御
融
通
方
申
付
'
給
米
弐
人
扶
持
被
下

安
政
六
年
六
月
廿
九
日
病
死

㊥
弥
農
吉

弥
三
次
郎
l

弥
三
右
衛
門
卜
改

安
政
六
己
未
年
八
月
廿
六
日
大
庄
屋
役
申
付
'
給
米
拾
弐
僕
達
之

文
久
三
芙
亥
年
五
月
廿
日
病
気

二
付
'
願
之
通
隠
居
申
付

⑥
時
次
郎
文
久
三
突
亥
年
五
月
廿
日
弥
三
右
衛
門
病
気

二
付
'
願
之
遠
大
庄
屋
役
差
免
'
隠
居
申
付
'
時
次
郎
大
庄
屋
役
申
付
'
姶
米
拾
弐

俵
遣
之
'
且
又
帯
刀
差
免

以
上
で
判
明
で
き
る
こ
と
は
各
組

1
斉
に
寛
延
二
年

1
二
月
晦
日
を
も
っ
て
大
庄
屋
役
を
差
免
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.

1
二
月
の
差

免
に
先
き
だ
つ
こ
と
わ
ず
か
四
か
月
前
の
八
月
十
二
日
'
中
戸
口
組
の
大
庄
星
弥
右
衛
門
は

｢
役
儀
精
勤
仕
り
侯
に
付
'
組
下
村
柄
相
直

り
'
納
方
も
多
分
益
罷
成
り
候
に
付
'
御
褒
美
と
⊥
て
金
五
百
疋
遺
す
｣
と
あ
り
'
ま
た
木
本
債
家
組
の
弥
三
右
衛
門
も

｢役
儀
出
精
仕

はか'J)り

り
'
そ
の
上
村
々
御
年
貢
納
め
方
な
ど
も
精
勤
い
た
し
'
運
取
侯
に
付
'
褒
美
金
千
疋
遺
す
｣
な
ど
'
褒
美
金
五
百
疋
ま
た
は
千
疋
を
頂

戴
し
て
い
る
｡
こ
の
褒
美
金
を
下
附
し
た
の
ち
に
大
庄
屋
制
を
廃
止
し
て
い
る
が
'
前
掲
の
文
言
に
よ
っ
て
反
面
鯖
江
債
の
大
庄
屋
制
成



立
の
事
情
が
判
明
で
き
よ
う
.
す
な
わ
ち
領
地
番
え
後
の
混
沌
と
し
た
時
期
に
'
領
内
を
と
も
か
-

1
つ
に
趨
め
て
村
落
統
治
を
し
た
い

領
主
側
の
意
図
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
'
如
何
に
し
て
ス
ム
ー
ス
に
旧
領
主
の
こ
･i)な
る
地
の
民
政
を
行
い
'
ま
た
年
貢
を
敏
活
に
徴

収
す
る
た
め
で
あ

っ
た
か
｡
そ
れ
ら
の
目
的
が
施
行
後
約
三

〇
年
に
し
て

一
応
達
成
し
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
'
広
瀬
組
の
と
こ

ろ
で
は

｢
役
儀
差
免
侯
日
限
な
ら
び
に
趣
意
相
知
れ
ず
｣
と
書
か
れ
て
い
る
が
'

と
も

か
-
領
主
側
の
日
記

(間
部
文
書
)
の
寛
延
二
年

十
二
月
晦
日
の
項
に
は

晦

日

暗

1
左
之
通
地
方
役
中

へ
申
渡中

戸

口

村

広

瀬

村

木
本
領
家
相

寓

谷

村

下

新

庄

村

大

屋

村

弥

左

衛

門

彦

兵

衛

弥
三
右
衛
門

織

右

衛

門

平

左

衛

門

字

兵

衛

右
之
者
共
和
役
儀
御
免
被
成
侯
付
'
来
年
始
御
日
見
之
儀
は
'
勧
通
掛
細
目
見
之
御
用
達
町
人
共
上
之
席

二
並
居
'
御
通
掛
細
目
見
披

仰
付
'
且
又
御
参
勤

･
勧
帰
邑
之
節

ハ
町
奉
行
相
詰
候
場
所
御
用
達
町
人
之
上

二
並
居
'
何
も
御
用
達
共
と
町
奉
行
様
寄
可
申
侯

西
鯖
江
村
庄
屋

勧
給
米
不
被
下
侯
付
'
右
同
断

と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
｡
し
か
し
寛
延
二
年
十
二
月
晦
日
を
し
て
廃
止
し
た
大
庄
屋
制
所
謂
下
達
上
申
の
中
間
機
関
は
'
領
内

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

一
五
五



史
料
館
研
究
紀
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第
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一
五
六

遠
隔
の
地
も
あ
っ
た
た
め
に
'
や
は
り
幾
多
の
支
障
を
き
た
し
た
結
果
か
'
ま
た
は
大
庄
屋
が
就
任
と
同
時
に
才
覚
方
或
い
は
融
通
方
に

任
命
さ
れ
て
藩
財
政
の
一
助
た
ら
し
め
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
'
そ
の
両
者
か
'
将
又
そ
の
一
つ
で
あ
る
蝕
の
伝
達
機
関
の
み
の
必
要

性
を
感
じ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
'
廃
止
し
て
わ
ず
か
三
年
の
の
ち
宝
暦
二
年
正
月
に
'
今
度
は
触
元
役
に
か
つ
て
の
大
庄
尾
を
任
命

し
て
い
る
｡
前
掲
の
間
部
日
記
の
宝
暦
二
年
正
月
廿
日
の
項
を
抄
出
し
て
み
よ
う

正
廿
六
日

雪

一
左
之
通
'
於
詰
所
内
御
用
人
出
席
御
目
付
立
合
こ
て
申
渡
'
夫
よ
り
於
御
勘
定
所
御
勘
定
奉
行

･
郡
奉
行

･
御
目
付

･
郡
吟
味
方
出

席
'
御
代
官
相
詰
申
渡
'
但
壱
人
ツ
,
手
札
相
渡

中

戸

口
粗

末
本
領
家
粗

筋

谷

組

下

新

庄

粗

大

星

組

水

海

組

申
戸
口
村

弥

左

衛

円

木
本
領
家
相

弥

惣

右

衛
門

餌
谷
村織

右

衛

門

下
新
庄
村

平

左

衛

門

大
屋
村宇

兵

衛

水
梅
村次
郎

左
衛
門

触
元
役
申
付
'
給
米
拾
俵
被
下

こ
の
触
元
役
は
'
大
庄
屋
役
の
給
米
拾
弐
俵
に
対
し
て
弐
俵
減
の
拾
俵
で
任
命
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
財
政
の
節
約
か
'
ま
た
は
役
向
が



大
庄
屋
役
よ
り
経
い
か
と
も
考
え
ら
れ
た
か
'
何
れ
に
し
て
も
六
組
の
元
大
庄
屋
を
任
命
し
た
が
'
そ
の
触
元
役
が
単
な
る
下
達

･
上
申(15
)

用
務

の
み
甘
は
'
財
政
方
の
援
助
を
合
め
て
の
領
内
統
治
の
不
便
を
き
た
し
た
か
'
ま
た
ま
た
十
年
目
の
宝
暦
十
二
年
九
月
十
四
日
付

で
'
同

1
人
を
大
庄
屋
役
に
再
任
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
経
緯
を
み
る
と
'
間
部
氏
が
如
何
に
髄
内
民
政
の
至
難
さ
に
種
々
苦
慮
し
て
い

た
か
が
う
か
が
え
る
｡

第
二
の
問
題
と
し
て
大
庄
屋
の
就
役
後
の
行
動
に
対
し
て
'
領
主
側
は
非
常
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
監
視
し
て
い
る
面
が
散
見
さ
れ

る
｡
例
え
ば
下
新
庄
組
の
二
代
平
右
衛
門
は
宝
暦

一
四
年
三
月
廿

一
日

｢勤
方
不
時
二
付
役
儀
取
上
'
隠
居
申
付
｣
け
ら
れ
'
跡
役
に
は

枠
を
任
用
し
て
い
る
L
t
中
戸
口
組
の
四
代
弥
左
衛
門
は
'
父
弥
左
衛
門
の
病
死
に
つ
き
'
天
明
八
年
八
月
幼
年
に
し
て
父
の
跡
役
を
仰

_

せ
付
け
ら
れ
た
が
'
寛
政
五
年
八
月
廿

一
日
に
は

｢
そ
の
方
義
'
未
だ
年
若
に
も
候
得
共
'
元
祖
井
祖
父
弥
左
衛
門
出
椅
相
勤
候
家
筋
之

義
に
付
'
御
憐
感
を
も
っ
て
大
庄
屋
役
申
し
付
け
侯
得
は
'
役
筋
相
勤
め
侯
義
ゆ
え
'
別
て
万
端
相
慎
み
t
か
つ
組
下
し
ま
り
方
な
ど
の

儀
も
心
掛
け
出
精
致
す
べ
き
と
こ
ろ
'
そ
の
儀
な
-
'
近
頃
身
持
不
時
の
趣
相
聞
え
不
束
の
至
り
に
侯
｣
と
て
退
去
を
申
し
付
け
ら
れ

た
｡
約
四
か
月
後
の
十
二
月
に
は
許
さ
れ
て
い
る
が
'
同
人
は
そ
の
後
も
文
化
五
年

一
〇
月
廿

一
日
に
は

｢去
々
寅
年
以
来
西
袋
村
に
無

宿
と
存
せ
ず
'
多
発
長
々
滞
留
致
さ
せ
候
趣
'
不
吟
味
之
至
に
侯
｣
と
の
理
由
で
押
込
を
申
し
付
け
ら
れ
'
つ
い
に
四
代
続
い
た
大
庄
屋

役
を
召
し
上
げ
ら
れ
'
他
村
の
東
庄
境
村
五
右
衛
門
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
-
な
っ
た
事
態
に
及
ん
だ
｡

そ
の
ほ
か
水
梅
村

(最
初
は
広
瀬
組
)
の
大
庄
屋
二
代
治
郎
右
衛
門
は
'
明
和
三
年
六
月

｢組
下
取
り
捌
き
宜
し
か
ら
ざ
る
趣

に
付
'

先
達
て
戸
〆
り
申
付
け
侯
之
処
差
免
｣
さ
れ
た
か
わ
り
に
役
儀
は
取
り
上
げ
ら
れ
'
つ
ぎ
に
上
荒
谷
村
の
角
兵
衛
が
同
年
八
月
十
五
日
に

(水
海
組
の
こ
と
)

就
任
す
る
が
'
そ
の
間
二
か
月
は
中
戸
口
組
の
弥
左
衛
門
が
｢
池

田

組

大

庄

屋
水
梅
村
治
郎
右
衛
門
役
儀
召
し
放
ち
侯
問
'
当
分
池
田
組

村
々
御
預
に
成
ら
れ
｣
と
あ
る
様
に
他
組
大
庄
屋
に
預
け
て
組
内
を
統
轄
し
て
い
る
例
が
多
い
｡
そ
の
後
.U
の
広
瀬
組
は
つ
ぎ
の
上
荒
谷

村
角
兵
衛
家
に
承
け
つ
が
れ
る
が
'
二
代
目
の
角
兵
衛
が
安
永
八
年
八
月

｢薮
田
村

･
寺
谷
村
引
場
所
争
論
取
り
扱
い
の
儀
に
付
'
不
行

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)

一
五
七
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一
五
八

届
儀
こ
れ
あ
り
｣
と
て
押
込
を
言
い
渡
さ
れ

(九
月
差
免
)'
同
人
は
ま
た
天
明
元
年
十
月
に
は
勤
め
方
が
五
し
か
ら
ず
で
大
庄
屋
を
罷
免

さ
れ
'
ま
た
も
と
の
水
梅
村
の
弥
左
衛
門
家
が
帰
役
す
る
が
'
寛
政
八
年
二
月
に
は
不
時
の
儀
に
よ
っ
て
村
弘
に
な
る
｡
最
後
に
バ
ー
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
た
東
俣
村
大
庄
屋
彦
太
郎
も
弘
化
二
年
四
月

｢組
中
勘
定
合
せ
の
義
に
付
'
八
か
村
に
お
ゐ
て
疑
惑
こ
れ
あ
る
趣
相
甲
㌃
'

夫
々
取
り
調
べ
申
し
付
け
侯
処
'
私
欲
虚
妄
の
筋
は
こ
れ
な
き
趣
に
侯
得
共
｣
と
い
い
な
が
ら
結
局
等
閑
の
た
め
の
不
束
の
至
り
と
し
て

押
し
込
を
こ
う
む
っ
て
い
る
.
こ
と
に
こ
の
広
瀬
組
は
(現
今
滋
郡
池
田
町
周
辺
)'
旧
土
岐
伊
予
守
髄
で
あ
っ
た
の
が
天
領
と
な
り
鯖
江
債

に
な
っ
た
山
間
地
帯
の
村
々
で
あ
る
が
'
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
組
内
の
村
々
に
転
々
と
大
庄
屋
役
が
交
代
し
'
明
治
に
至

る
ま
で
つ
い
に
九
回
の
改
変
が
行
な
わ
れ
た
｡

こ
の
様
に
大
庄
屋
が
押
込

･
村
払
い
な
ど
の
理
由
で
順
次
短
期
間
に
他
家
に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
例
は
'
他
領
で
は
余
り
考
え
ら
れ
な
い

事
の
よ
う
で
あ
る
が
'
以
上
の
領
主
側
の
処
置
を
勘
案
す
る
と
'
如
何
に
大
庄
屋
の
役
向
が
重
大
で
あ
っ
た
と
同
時
に
'
や
は
り
幕
府
大

庄
昆
廃
止
制
の
理
由
を
ふ
ま
え
て
'

一
寸
の
不
始
末
で
も
'
す
ぐ
に
押
込
'
戸
〆
'
逼
塞
な
ど
の
罰
則
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
.
そ
れ
故
か
六
組
の
う
ち
'
下
新
庄
組
の
平
左
衛
門
家
と
木
本
領
家
組
の
三
右
衛
門
家
が
歴
代
世
襲
で
大
庄
屋
役
を
拝
命
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
｡
ま
た
組
名
が
つ
ね
に
変
更
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
大
庄
屋
の
屠
村
名
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
｡
こ
の
点
で
も
他
領

の
大
庄
屋
制
の
組
名
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

な
お
陣
屋
附
四
か
村

(酉
鯖
江
･
某
鯖
江
･
有
定
･
定
次
村
)
独
立
し
て
陣
屋
付
紐
と
し
て
大
庄
屋
役
を
任
命
せ
ず
'

各
村
の
庄
屋
か
大

庄
屋
次
席
に
就
任
し
て
給
米
五
俵
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
｡
こ
の
陣
屋
附
組
を
享
保

1
四
年
正
月
よ
り

1
名
町
組
と
も
い
い
'
代
表
庄
屋
と

(16
)

し
て
東
鯖
江
の
彦
左
衛
門
家

･
西
鯖
江
村
の
弥
次
兵
衛
家
両
名
が
代
々
拝
命
し
て
い
た
｡

㌦



初
触
事
実
保
集
成

二
十
三

細
代
官
え
被
仰
渡
部

正
弦
三
巳

年
四
月

(抄
出
)

t
国
々
に
よ
り
､
大
庄
屋

･
割
元

･
惣
代
な
と
～
名
付
侯
て
'

1
領

一
郡
の
事
を
承
侯
輩
を
定
置
'
其
外
又
村
限
り
の
名
主

･
庄
屋
等

も
在
之
'
す
へ
て
此
輩
の
給
米
等
も
過
分
lL掛
り
候
て
'
村
方
費

も
多
く
'
又
此
輩
の
中
和
代
官
之
手
代
'
役
人
等
と
申
合
'
末
々

の
百
姓
難
儀
に
及
は
せ
焼
串
と
も
多
-
在
之
由
相
聞
侯
'
自
今
以

後
ハ
'
大
庄
屋

･
割
元

･
惣
代
之
類

1
切
に
停
止
之
'
村
限
り
名

主

･
庄
屋

･
五
人
組
を
以
其
村
之
串
を
申
付
ら
る
へ
し
'
若
此
類

之
輩
な
く
し
て
は
難
叶
所
も
在
之
に
お
ゐ
て
ハ
'
其
子
細
を
以
て

御
勘
定
所
え
達
し
'
差
図
に
任
せ
ら
る
へ
き
事

な
お
徳
川
実
紀

(有
章
院
殿
御
実
紀
巻
三
)
正
徳
三
年
四
月
二
十

一

日
の
項
に

そ
の
層
に
よ
り
大
庄
屋

･
割
元

･
惣
代
な
ど
と
名
付
'

一
郡

1
億

の
事
奉
る
輩
を
さ
だ
'め
'
そ
の
外

一
村
に
か
ぎ
り
た
る
里
正
'
庄

屋
な
ど
も
あ
り
､
す
べ
て
こ
の
と
も
が
ら
の
拾
米
過
分
に
て
村
貿

多
く
､
又
は
こ
の
と
も
が
ら
代
官
所
の
屈
更
に
は
か
り
､
細
民
放

因
に
及
ぼ
し
む
る
事
多
L
と
聞
ゆ
'
今
よ
り
大
庄
屋

･
割
本

･
惣

代
の
類

t
切
に
停
菜
し
'
1
村
の
旦
正

･
庄
屋

･
五
人
組
を
も
て
'

村
の
事
を
奉
は
ら
し
む
べ
L
t
も
し
か
の
聾
な
-
し
て
か
な
ひ
が

た
き
所
は
'
そ
の
よ
し
勘
定
所
に
申
て
指
揮
に
任
す
べ
L
t
と
あ

る
｡
享
保
七
年
従
江
戸
到
来
徴
用
状

間
部
文
審

問
部
文
書

(月
)

九

廿

四
日

雨

一
左
之
通
地
方
役
え
以
手
札
申
渡
'
地
方
役
所
こ
て
御
目
付
立
合

'

地
方
役
ハ
為
申
渡
侯

六
ケ
粗放

元

共
麻
上
下

大
庄
屋
役
二
申
付
'
給
米
高
給
弐
五
つ
1
枚
下

S
)

語

頭

甘

鯖
江
雷

の
出
町
窪
田
達

男
氏
蔵

庄
官

記

一
去
酉

壱

月
廿

八
日
三
和
役
所
二
両
川
手
万
右
術
門
様

･
松
本
縫
殿

右
街
門
様

･
小
笠
原
忠
兵
衛
様

･
細
さ
は
き
御
代
官
永
岡
武
助
様

御
代
官
山
浦
四
郎
右
街
門

･
亀
井
又
左
術
門
勧
壱
所
二
両
彦
左
衛

(柁
田
)

門

･
弥

次
兵
術
三
和
給
米
五
表
つ
ゝ
被
下
匠
候
間
'
左
様
二
相
心

得
可
中
と
被
仰
付
侯
云
々

鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑

(浅
井
)
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結
び
に
か
え
て

以
上
鯖
江
債
に
お
け
る
大
庄
屋
の
助
役
形
態
を
主
と
し
て

｢
各
村
々
御
礼
之
者
共
明
細
帳
｣
に
よ
っ
て
み
て
き
た
が
'
結
論
的
に
は
鯖

江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
は
'
入
国
と
同
時
に
間
部
氏
が
'
領
国
内
の
旧
領
主
が
錯
綜
し
て
い
た
事
と
'
知
行
地
を
他
領
内
に
七
か
所
に

散
在
し
て
拝
領
し
た
た
め
に
'
隣
接
領
主
と
の
関
係
に
お
い
て
他
領
主
以
上
に
そ
の
統
治
の
仕
匿
に
慎
重
を
き
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
｡

そ
れ
ゆ
え
に
幕
府
の
大
庄
屋
制
廃
止
と
い
う
意
趣
に
相
反
レ
た
行
為
を
敢
え
て
実
施
し
'
大
庄
屋
制
を
新
設
し
て
は
改
廃
し
な
が
ら
､

し
か
も
そ
の
任
免
に
は
非
常
に
神
経
を
つ
か
っ
て
'
少
し
の
油
断

･
不
正
も
許
さ
な
か
っ
た
事
は
､
領
内
村
落
行
政
の
鉄
則
で
あ
っ
た
｡

な
お
大
庄
屋
制
の
も
と
に
村
庄
屋
が
あ
っ
た
が
'
こ
れ
は
小
庄
屋
と
い
う
名
称
の
も
と
に
こ
れ
ま
た
勤
役
形
態
が

一
様
で
な
か
っ
た
｡

幸
い
に
小
庄
屋
に
関
す
る
銘
細
帳
や
日
記
が
現
地
に
残
存
し
て
い
る
の
で
'
併
わ
せ
て
小
庄
屋
の
勤
役
形
態
の
分
析
解
明
を
進
め
て
い
る

が
'
別
稿
に
ゆ
づ
る
こ
と
に
す
る
｡

本
稿
は
'
昭
和
五
1
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究
B
｢近
世
史
料
の
体
系
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
｣
の
研
究
成
果
の
1
部
で
あ
る
｡
今
回

の
史
料
調
査
に
さ
い
し
て
は
'
現
地
鯖
江
市
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
鯖
江
市
公
民
館
の
皆
様
を
始
め
､
と
く
に
社
会
教
育
課
の
竹
内
信
夫
氏
に
多
大
の

ご
協
力
を
賜
わ
っ
た
.
こ
れ
ら
の
方
が
た
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
｡




